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四国東部秩父累帯の貝殻相下部白亜系における

放散虫殻の再堆積問題

石田啓祐*・橋本寿夫**

         The problem on radiolarian shells reworking into 

                the Lower Cretaceous molluscan 

         facies in the Chichibu Terrane, eastern Shikoku 

                  Keisuke ISHIDA* and Hisao HASHIMOTO** 

 Some Middle-Late Jurassic radiolarian shells were detected associated with Early 
Cretaceous autochthonous radiolarian and anmmonite assemblages from the Lower 
Cretaceous formations of molluscan facies in eastern Shikoku. 
 The modes of occurrence on these Middle-Late Jurassic radiolarian shells were summa-

rized as follows: 1) Specific diversity of associate Middle-Late Jurassic radiolarians are 
restricted within several species of Tricolocapa and Stichocapsa genera. 2) Most of these 

Jurassic radiolarians are subspherical with closed distal end in shape. 3) Their sizes are 
limitted to 100-150,um in length and 80-100,um in diameter. 4) Lithologically, they are 

contained in laminated sandy mudstones and sandy siltstones. 5) Among these older radiolar-
ians, Tricolocapsa plicarum, T conexa, T. fusiformis ?, Stichocapsa convexa and S. naradani-

ensis are the index species of Middle to early Late Jurassic age. But the other species whose 
final appearances are known within Earliest Cretaceous such as Cinguloturris carpatica, 
Pseudodictyomitra primitiva and Eucyrtidiellum pyramis have possibility that their ranges 
reach into Barremian age. 6) All these Jurassic elements are yielded from the first transgres-
sive sediments successively just above the Lower Cretaceous nonmarine formations in the 
Northern and the Middle Chichibu Terranes. 7) These ammonites and radiolarians bearing 
Lower Cretaceous formations are the continental shelf or upper submarine terrace sediments, 
because they construct cyclothem together with the coal-bearing and blackish sediments 
which unconformably overlie both the melange type Jurassic formations in the Northern 
Chichibu Terrane and the molluscan (acies Middle-Late Jurassic formations in the Middle 
Chichibu Terrane. 
 The above-mentioned evidences showed that these Jurassic radiolarian shells are the 
reworked fossils in the same manner as other detrital clastics in the Cretaceous sediments, 

probably derived from the Pre-Cretaceous basement similar to the Northern and the Middle 
Chichibu Terranes. Therefore, it is necessary to' consider the problem of reworking and 
mixing by older materials when we deal with the microf ossil biostratigraphy at nearshore 
sediments on such continental shelf and/or upper submarine terrace. 
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は じ め に

筆 者 らは,四 国東 部 の秩 父 累帯 に分 布す るジュ ラ ・

白亜 系で,放 散 虫 の生層 序学 的検 討 な らびにマ クロ示

準 化石 との共産 に よ る年代 的 な対 応 関係 の解 明 を 目的

と して,と くにア ンモ ナ イ トの産 出地 点か らの放 散 虫

化 石 の検 出に努 め てい る.そ の過 程 で,白 亜紀放 散 虫

の 自生群集 に混 じって,ジ ュ ラ紀 中 ・後期 を示 準す る

放 散 虫が検 出され たの で,そ の産 出状 況 を報告 し,当

地 域 での,微 化石 の再堆 積 問題 につ いて考 察す る.

地 質 概 説

四国東部 の秩 父 累帯 に分 布 す る下部 白亜 系 には,大

綱 として2つ の タイプ が認 め られ る(Fig.1).

ひ とつ の タイプ は,秩 父 累帯 中帯 ・北帯 に分布 す る

白亜 系 で,少 な くとも2つ の堆積 サ イ クル が識別 され

てお り,こ れ に基づ く層 序 区分 と岩相 対比 が な され て

い る(平 山ほ か,1956な ど).北 帯 の下 部 白亜系 は,貝

殻 相 で,メ ラン ジュ型 の先 白亜系 を不 整合 にお お い,

下位 よ り,非 海 成 の礫岩 ・砂 岩 ・泥 岩 か ら成 る立 川層,

海成 の砂岩 泥岩 層 を主 とす る羽 ノ浦層,瀕 海成 の砂岩

層 か ら成 る傍示 層,海 成 の泥 岩層 を主 とす る藤 川 層の

4層 に区分 され て い る(平 山ほか,1956).ま た 中帯 で

は,ト リアス系 ・ジュ ラ系 に続 いて,下 部 白亜 系 も貝

殻相 で,菖 蒲,狸 谷,中 伊 豆,生 名 の4層 に区分 され

てい る(平 山ほか,1956;田 代 ・松 田,1989;松 川 ・江

藤,1987).こ れ,かの下部 白亜 系 の うち,海 成層 か らは,

多 くの地 点 でア ン モナ イ トが検 出 され,こ れ に基づ く

生 層序学 的研 究 が行 われ て い る(NAKAI and MATSU-

MOTO,1968;松 川 ・江藤,1987).

もうひ とつの タ イプ は,秩 父 累帯 南 帯 の南縁部 に分

布 す る下 部 白亜系 で あ る.当 地 域 の秩 父累 帯南 帯は,

東 西に延 び た複 数 の亜 帯か ら構 成 され,最 南部 のIV亜

帯 に は,主 と して オ リス トス トロー ムか ら成 る上 部

ジュ ラ系 ～下 部 白亜 系 が仏像 構 造線 に沿 って分 布 して

お り,ま れ に,ア ン モナ イ ト等 のマ クロ化石 を伴 う地

層 が挟在 す る(石 田,1987).

筆 者 らは,こ れ までに,上 記 の下部 白亜系 に属 す る

13地 点(Fig.1)か ら,放 散 虫群 集 を検 出 し,生 層序 学

的 に,3つ の群 集帯 を提 唱 した.そ の うち7地 点 につ

いては,放 散 虫 と共 に ア ンモナ イ トが産 出 してお り,

これに よ り,3群 集 帯 の年代 を限定 す る こ とが で きた

Fig. 1. Locality map with geological outline of the Chichibu Terrane in eastern Shikoku.
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(Fig. 2).そ れ らは,下 位 よ り,BarremianのAr-

chaeodictyomitra pseudoscalaris(Ap)群 集 帯,Late 

AptianのStichomitra communis(Sc)群 集 帯,Late 

AlbianのPseudodictyomitra pentacolaensis(Pp)群 集

帯 で あ る(石 田 ・橋 本,1991印 刷 中).

古期放 散 虫殻 の産 出状 況

白亜 紀 の 自生 放散 虫群 集 と共 に,ジ ュ ラ紀 を示 準 す

る放散 虫 が検 出 され たの は,Locs. 1,2,3,7の4箇

所 であ る(Figs. 1, 2).以 下 に,各 地 点 での,古 期 放散

Fig. 2. List of the radiolarian species found from the localities 1-13 with their time ranges. 

The black bars show previously known, and the open bars show newly ascertained parts of time range. 

Ap: Archaeodictyomitra pseudoscalaris, Sc: Stichomitra communis, and Pp: Pseudodictyomitra pentacolaensis 

Assemblage Zones.
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虫の産 出状 況 を示 す.

Loc. 1: 勝 浦郡 上勝 町 月 ケ谷.

月ケ谷西 方700mの 林 道(標 高460m)に 沿 う露頭.秩

父累 帯北帯 の羽 ノ浦層(平 山ほか,1956;中 居,1968;

松 川 ・江藤,1987)下 部 に属 す る.砂 質 泥 岩部 層(層 厚

7m)の 上位 に,級 化 の明瞭 な,厚 さ数cmの 砂 岩泥 岩

の互 層が連 続 す る.砂 質 泥岩 部 層の下 部 は石灰 質 で,

団塊 も見 られ る.小 型 の巻 貝,合 弁 の二枚 貝,植 物 片

を伴 う.砂 質泥 岩部 層 の最上 部か らは,ア ンモナ イ ト,

ウニ,小 型の 二枚 貝,巻 貝 等の マ クロ化 石 と ともに放

散 虫 が 産 す る.ア ン モ ナ イ ト は,Shasticrioceras 

nipponicum MATSUMOTO, Hamulinites? sp.な どが産 し

て お りう そ れ らの 示 準 す る年 代 は,Early～Middle 

Barremianで あ る.検 出 し た 放 散 虫 は 少 数 で,

Pantanellium lanceola,Pseudodictyomitra depressa, 

Dictyomitra nudaな ど,白 亜 紀 前期 に レン ジを持つ種

の ほか に,Tricolocapsa? fusiformis, Tricolcapsa plicar-

um, T. conexaな ど,ジ ュ ラ紀 中期 か ら後 期前 半 の示

準 種,な ら び にCinguloturris carpatica, 

Pseudodictyomitra primitivaな ど,白 亜 紀最 前期Ber-

riasianま で レン ジが知 られ てい る種 が産 して い る.当

地 点で は,産 出個体 数,種 数 ともにジュ ラ紀 に レン ジ

を持 つ放 散 虫の方 が,自 生群 集 よ り優 勢 であ る.

Loc.2:阿 南市 山 口町 嵐谷

嵐谷 北 方1kmの 尾 根(標 高330m)に あ る石 灰 採 石

場 跡.秩 父累 帯南 部 のIV亜 帯 に分 布す る那 賀川 層群 に

属す る(石 田,1987).厚 さ約20mの 鳥巣式 石灰 岩塊 の

上位(北 側)に 石 灰 質砂 岩(1m)を 挟 んで,雲 母 片の 多

い砂 質泥 岩部 層(5m)と,数 枚 の酸性 凝灰 岩薄 層 を挟

在 す る泥 岩 部 層(6m)が 漸 移 的 に 累 重 す る(石 田,

1987:図11aの 柱 状 図510参 照).石 灰 質砂 岩 か らは ウ

ミユ リ,腕 足 貝 が,雲 母片 の 多い砂質 泥岩 部層 か らは

ア ンモナ イ ト,二 枚 貝,巻 貝,ウ ニ,植 物 片が,ま た

数枚 の酸 性凝:灰岩 薄層 を挟在 す る泥質 泥岩 部層 か らは

放散 虫 が産す る.雲 母 片 の多 い砂 質泥 岩部 層か らは,

Barremites(B.) strettostoma(UHLIG),Holcodiscus? sp.

な どLate Barremianを 示 す アン モナ イ トが採集 され

てい る(石 田 ・橋本,1991印 刷 中).産 出 した放散 虫群

集 は,Archaeodictyomitra pseudoscalaris群 集 帯 に

特徴 的 な種 構 成 で あるが,こ れ に伴 い 白亜 紀最前期 の

Berriasianま で レ ン ジが知 られ て い るCinguloturris

carpaticaが1個 体検 出 され た(Fig. 2).

Loc.3:勝 浦郡勝浦 町棚 野 ダム

棚 野 ダム南 岸 の林道 沿 い露頭.秩 父 累帯 北帯 の羽 ノ

浦 層(平 山ほか,1956;中 居,1968;松 川 ・江 藤,1987)

の下部 に属 す る.珪 質 お よび石灰 質 の団塊 を伴 い砂 粒

混 じ りの石灰 質 泥岩 を主 として,砂 岩 層 と枚数 の凝 灰

質 泥岩 層 を挟在 す る.凝 灰 質泥 岩 は級化 成 層 して い る.

この露頭 の いず れ の地層 か らもア ンモナ イ ト,合 弁 で

小 型 の二枚 貝,巻 貝,植 物片 が産 す る.産 出 したア ン

モ ナ イ ト は,Crioceratites(Paracrioceras) asiaticum

(MATSUMOTO),Ancyloceras? sp., Anashasticrioceras 

sp., Pseudohaploceras japonicum OBATA & MATSU-

KAWA,Heterocreas(H.)sp.aff.H.astieri d'ORBIGNY

であ る(石 田 ・橋 本,1991印 刷 中).こ れ らは いずれ も

Barremianの 示 準種 で あ る.放 散 虫 は砂 粒混 じ りの石

灰質 泥岩,珪 質 の団塊,お よび級化 成層 の見 られ る凝

灰 質 泥岩 か ら検 出 され た.産 出 した放 散 虫群 集 は,

Archaeodictyomitra psendoscalaris群 集 帯 に特 徴 的 な

種構 成 であ るが,こ れに伴 って,ジ ュ ラ紀 中期 か ら後

期 前半 を示 準 す るTriclocapsa plicarumが2個 体 と

Tricolocapsa conexaが1個 体検出 され た.

Loc.7:勝 浦郡勝 浦町 狸 谷

勝 浦川 支流 の立 川谷 上流 に あ る狸 谷 は,秩 父累 帯 中

帯 の下部 白亜 系狸 谷層 の模 式地 とされて い る(平 山 ほ

か,1956).本 地 域 には,狸 谷層 ～ 中伊 豆層 まで一連 の

下部 白亜 系が分 布 す る と見 られ てい たが,筆 者 らの こ

れ まで の調査 に よれば,模 式地 には,ペ ル ム系 か ら白

亜系 までの複数 の地質体 が,東 西 性 の断層 で画 されて

分布 す る(石 田 ・橋 本,1989).今 回放散 虫 が検 出 され

た地 層 は,従 来Aptianの ア ンモ ナ イ トが 発 見 され た

地層 とは,断 層 で画 されて い る(石 田 ・橋 本,1991印 刷

中).放 散 虫が検 出 され た露頭 は,平 行葉 理 の発達 す る

泥質砂 岩 層の上 位 に,厚 さ数cmの 凝灰 岩 層 を挟 む 暗

緑色砂 質泥 岩層 を経 て,石 灰 質 ノジ ュー ル を伴 う石灰

質 で泥 質 の砂 岩 ～シル ト岩が 連続 す る.暗 緑 色砂 質泥

岩か らは ア ンモナ イ トや植 物 の破 片が産 す る.放 散 虫

は この暗緑 色砂 質泥 岩 お よび上 位 の石 灰質 で泥 質 の砂

岩 ～シル ト岩 な らびに石灰 質 ノジュー ル よ り産 した.

産 出 した放散 虫群 集 は,Archaeodictyomitra pseudo-

scalaris群 集帯 に特 徴 的 な種 構成 であ るが,こ れ に伴

い,ジ ュ ラ 紀 中期 か ら後 期 を示 準 す るStichocapsa

convexa, S. naradaniensisお よびTricolocapsa conexa

が各々1個 体,白 亜紀最 初期Berriasianま で レ ンジが

知 られ てい るPseudodictyomitra primitivaが3個 体,

Eucyrtidiellum pyramisが1個 体検 出 され た.

考 察

微 化石 によ る生 層序 学的研 究 にお いて は,再 堆 積 と

その判定 は,重 要 な課題 で あ る(BAUMGARTNER,1979).
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近年,太 平洋 中央部 の深海 底堆 積物 にお いて も,各 所

で浮遊性 有孔 虫,石 灰 質ナ ノプ ラン ク トン,放 散 虫,

珪 藻の微 化石 群集 に,再 堆積 に よる混在 の あ るこ とが,

明 らか に され てい る(THIEDE,1981).わ が 国 にお い て

は,ト リア ス系石 灰岩 に おけ る コノ ドン トの再 堆積(小

池,1979;渡 辺 ほか,1979)や,ト リアス系 チ ャー ト層

内へ の ペ ル ム紀 コ ノ ドン トな らび に放 散 虫 の再 堆 積

(石田,1981;杉 山,1990)な どの例 をあ げ るこ とが で

きる.

前章 で示 した よ うに,四 国東部 の貝殻 相 下部 白亜系

か ら,白 亜 紀前期 の 自生放 散 虫群 集 に伴 って,ジ ュ ラ

紀 中 ・後期 の示 準種 が検 出 され た産 出状 況 を要約 す る

と,次 の よ うにな る.

1)随 伴 した ジ ュラ 紀放 散 虫 は,Tricolocapsa,Sti-

chocapsa属 の数種 に限 られ,種 構 成 の 多様 性 にか け

て い る.

2)形 態 的に は,遠 位 閉形球 状 の要素 が大部 分 を占め

る.

3)個 体 の 大 き さ は,殻 幅 が80-100μm,殻 長 が

100-150μmの ものに限 られ る.

4)産 出岩 相 は ラ ミナ を有 す る砂 質泥 岩 ない し砂 質 シ

ル ト岩 で あっ た.

5)Tricolocapsa plicarum, T. conexa, T. ? fusifor-

mis, Stichocapsa convexa, S. naradaniensiは,ジ ュ

ラ紀 中 ・後期 の示 準種 で あ り,他 の放 散 虫に比べ て,

レ ンジがか け離 れ て古 い.Cinguloturris carpatica,

Pseudodictyomitra primitiva,Eucyrtidiellum

pymmisに つ いて は,final appearanceが 白亜 紀最

前 期 のBerriasianま で及 ん でい る こ とか ら,レ ンジ

が延 び る可 能性 もあ る.

6)Loc.2を 除 けば,Locs.1,3,7の いずれ もが,秩

父累帯 中帯 お よび北 帯 では,非 海成 下部 白亜系 の直

上 位 に連続 す る最初 の海進 の堆 積物 で あ る.

7)秩 父累帯 中 ・北帯 白亜 系の下 位 あ るいは隣接 地帯

に は,北 帯 で は メ ラ ン ジ ュ型 ジュ ラ 系(須 鎗 ほ か

1982;石 田,1985)が,ま た 中帯 では貝 殻相 ジュ ラ系

中 ・上部 統 の鳥 巣層群(平 山ほ か,1956)が 分 布 す る.

一 方
,白 亜 系 は貝化石 を多産 し,挟 炭 層,非 海 生 層

とと もに堆積 サ イクル を形 成 して,先 白亜 系 を不整

合 に覆 う(平 山ほか,1956)こ とか ら,大 陸棚 あ るい

は,深 くとも大 陸棚斜 面上 部 の海段 上 の堆積 物 で あ

る.

以 上 の産 出状況 か ら判 断す る と,こ れ らの 貝殻 相 白

亜系 堆積 盆へ の砕屑 物供 給源 に は,ジ ュ ラ系 の露 出が

あ った こ とは十 分 に 推 測 で き る こ とか ら,こ れ ら の

ジュ ラ紀 放散 虫 は,近 隣i地帯 の下 位層 の侵 食 に よ って

もた らされ,た誘導化 石 で ある可能 性が 高 い.

したが って,結 論 として,こ の よ うな陸域 に近 い堆

積 物 の微 化石 層序 を扱 う場合 に は,陸 源砕 屑物 と共 に

誘導 された古期 要素 の 混入 に よる再 堆積 問題 を,不 可

避 的 な もの として とらえ る必要 が あ り,同 時 に,生 層

序学 的 には,分 帯 に あた って,first apPearanceの 方

が,final appearanceよ りも重要 な意 味 を もつ と考 え

られ る.

お わ り に

マ クロ化石 との共 産 関係 に よる放 散 虫群 集 の年代 決

定 を 目的 と して,四 国東 部秩 父累 帯の 貝殻相 下部 白亜

系か ら,放 散 虫 の検 出 を試み る過程 で,放 散 虫 生層序

の詳 細が 明 らか にな る と同時 に,白 亜紀 前期 の 自生放

散 虫群 集 に,ジ ュラ紀 中 ・後期 の示 準種 が 随伴 す る事

例 が確 認 され,前 章 に示 した産 出状 況か ら,こ れ らの

ジュ ラ紀放 散 虫 は,近 隣 地帯 の下位 層 の侵 食に よって

もた らされ た誘 導化石 であ る可 能性 を論 じた.

古期 放 散 虫 を随伴 した地層 の下位 に は,非 海成 下部

白亜 系が あ り,先 白亜系 を不整 合 に覆 うこ とか ら,筆

者 らは,Fig.3に 示 す よ うな,陸 上侵 食 に よる再 堆積 の

可能性 を最 も考 慮 して い る.そ の他 に も,プ レー ト収

Fig. 3. An illusration showing the contamination model by reworked Jurassic radiolarians into such 
ammonite living Early Cretaceous basins formed on continental shelf and/or submarine terrace.
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束 に起 因 して,秩 父累帯 の付 加帯 形成 あ るいはナ ップ

形成 に伴 い,未 固結 時 の ラ ジオラ ライ ト等か ら,水 中

で誘 導 され た可能性 もな い とは言 えな い.た だ,現 在

の ところ,秩 父累 帯 中帯 お よび北帯 か らは,ジ ュ ラ紀

中 ・後期 の ラ ジオ ラライ トは,当 地域 では,知 られて

いない.

今 後 は,当 地域 で の,微 化 石 の再堆 積機 構 をよ り具

体 的に解 明す るため に,産 出個体 の保 存状 態 の比較,

下部 白亜 系 中に挟 在す る礫 岩層 の礫 か らの放散 虫 の検

出,薄 片 に よる砕 屑粒 子 レベ ルで の検 討,な らび に,

含放 散 虫岩 の風化 堆 積 物 にお け る放 散 虫殻 の 残 存 状

況,お よび 続成 につ いて も検 討 を進 め る予定 で ある.
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